
可要ノ Xルの蹴発研員(第 1報〉

1.はじめに

混淫，東ヱ主総5方庁で一放火災F誌として使われ七いる

ノズルに21型ノズルがある。この喰霧ノズルは，性館

長ちにら構造的iこも， きわめてすくれどノズルとされて

い心。しかし，広角噴正義はした場品中空ぶ泌になっ

てしまうので.消火効果が半減するきらいがある。ま

fニ，火災現場においては， ときぶり波慶を態的とした

注水も要求されるが) ~資;甥ノズルによる直状放水は，

沼田

佐藤勝雄牟

り， スムースノイノレによさ〉教水も Ejもちであるノス'ノレを

開発ので，その構造，性能弘どに J 丸、て紹介す込。

2. 嫌造およが作動状滑

1. 1:議議

可変ノズルの構造は，図 lのとおりである。

区℃認めなレ訴分のみ校百九を加えらと，③ノスル本

体および⑥噴務開閉用リングには. 9 rtの通水孔が同

スムーノズルの放水に蛇較して，破襖力が相当量減少 一円開1:に 8ケイつ設けであり，こす1が，噴然の透水

これらの連白か仏関係議の鴻でノ丸んの改良 路と令らものである。

第 1図可変ノ ス ル 組 立 国

研究がさけばれてきたものである。

'のよう tc状況から，当研究所では，消火効果があ

り， しかtぷ機カもかねそなえfニ/ズノレ.なわち，

広角噴窃にしても中空にならず，しかも，切換装置によ

第三研i"Eぷ

(101 ) 

2. 作動状況

同 1に示されている状惇tt，n長望号材、とびストレート

放水ぷj巧時に tなされてレるところでふる。すなわち，

ノスル中央部からスムースノスルにより放水され，周

囲う、川賞綴放立がなされてし、る。

ド長訟のみ放水するときは，②ストレート関凶沼ピス

消防科学研究所報　５号（昭和４３年）



トンを下方に押すことにより，④ピストンの聞に通水

路を{乍る。したがって，④ピストン内部に水圧がかか

り，ピスト

トする。

より調整す

は，②スト

押し上げて

ること』こよ

る。

ストレートをシヤア

易関度調整リングに

トのみを放水するとき

ゅ，図に示すごとく

ングをスライドさせ

〈窓ケ〉をシで y 卜す

3. 性 能

1. 放水量

放水位自告は，図2のとおりである。

第2図放水量置曲線
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ひ2Vpの計算値にほ

相とながら，展開角度

くなる。展開角が O

~30Ö では7.ムースノス〉レ口径18mmの放水量に相当

し. 60~90。では. 21mmの放水量に相当するが， 噴宏子

の場合は，全般的に放水量がや h少ないトぎがある。

2. 放水射程

(1)放水角度を水平とし，展開角度を変化させたとき

の射程。

目測およ

が大になるし

霧の場合札

結果は，図 3.図4

も，当然のことながら展開角

れるが， このときのお効射線はp 常用圧力で 6~7m

であるから.使用上充分であると思料する。

(2) 展開角度を oQとし.放水角度を変化させたとき
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第 3図 l噴湯水平有効射程
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フ〉射程。

凶5(こか-9要領で角度を測定し，最大射極 Lmax"，

有効射程 Loffec および放水晶さ H を次式により算出

第 5図射程測定 il

l~ 
究 =22tanr

Lef(cc=22tanlt 

tanJS 
II … 22~ーとト0.65

cosぴ

結果Lt，凶 6，図 7のとおりである。

第6図 ストレート水平射理
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ストレート放水で，放水角度 300 のときの有効射程

合ヌムースノズノレのぞれと比較すちとと22mm!J径に無

し， 25. 汀径のスムースノズルに比しゃ以低下

ている。これは，ノズルの構造に起因するもので，乱

波打状態のま L放水在れてしまろ傾向があために，

射設がやら低下したものと思料γ

噴霧放水の場合は，放水角度30。のときの有効射程

現在佼熊しているおき包噴霧ノズルの税効射程と

車えするとは V同じで必品。 21盤/λルに比レ主主水量が

図 Or¥水平起
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%程獲であるにもか kわらず，射程が[，1');.同じである

とい弓ことは 11郎元の有効射程が， 手わめてすぐeれて

し¥ることをお球す・るものとある。

なお，有効射程の意義であるが Freemenは，oこ

の熱伶に通合十不放水貯哩を有効男!手?とよ λ~1 、る。

仁噴霧4R::絞らないで/KiJiEの絞I止を'7:!，)己し、こ

とC

? 肉HRでなして，ノj(量のベい=直径10111の円内

にあり， 立た全水l.i1)9/10が.主.rD5吋♂)f'j [f:Jに注

いでいるような集中状態にあること。

かな匂わぬがゆくL¥でも相さちよい状態こあるこ

と。

ニ，無風時に，開いた窓から室内に入り，直接天井

に衝撃をタふ壁Jトら;まね返る程クコ勢をもってい

ること。

いずれの定義にしたがった場合でも.測定の段階に

なると射程め決〉どがきわめて困難でる。 L がって

今回は，水が上昇に要するエネノレギーを失うまでの水

平府機舎すなわち，自然落下の状鰐に入るまでの水平

距離合有効駅務として訟した。

3. J噴滋の放水分布状況

地上 3mのZZ汚の位置に/ズルきと下向きにとット

し地上に30む x30x2むこて， よニ歩高さ〉の定量

マスを 1列に7ケ， 450間隔に 3列配置し，ノズルの展

開的擦が300， ，90。のときの各力に対 j…"<ス

内心ぷ水量を樹立し，平均与え水量と算濯して公社1状況
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を測定した。結果は，図 8，図 9，図10のとおりであ

る。
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分布の傾向は，展開角度が60。および90。がよく，展

開角度が900でノズル圧が 7~ 9 kgjcm2 あたりが特に

よい。また，各図とも L=3tan(Jによる計算値よりも

かなり内側で分布しているが. これは，噴霧内部の負

圧による引込現象と思われる。展開角度が 90。のとき

は，特にこの現象がし、ちじるしい。したがって展開角

度が90。でも. 実際には60。程度の放水面積である。

4. おわりに

このたびの試作で，噴務放水とストレート放水をか

ねそなえ， しかも広角E責務にしたときでも中空になら

ないという一部の基礎資料が得られた。しかし， まだ

試作の段階であり， いく つかの欠陥もあるので，今

後，さらに検討し，実用化への研究を進めたい。
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